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1 ．は じめ に

　 日本 に パ ー ソ ナ ル カ ラー
シ ス テ ム が 導入 され ，

既 に 四 半世紀 とな り
，
オ リ ジ ナ ル を記録 と し て 将

来の ために残す こ とが 必要で ある と考えた ．

　パ ー ソ ナ ル カ ラ
ーシ ス テ ム で は ， ど の よ うに色

が 4分類され て い た の か を源 点に 立 ち戻 っ て ，実

証的 に解 明す る た め に，パ
ー

ソ ナ ル カ ラ
ー

研 究会

の 中に
，
ワ ーキ ン グ グ ル

ープ を立 ち 上 げて 色 彩調

査 を行 っ た．

　パ ーソ ナ ル カ ラ
ーが 日本に 入 っ て き て

，
日本流

に ア レ ン ジ され た こ と は 推 測 され る ．

　原点を知 り，そ の ア レ ン ジ に 関与 され ， 豊富な

カ ウ ン セ リン グ の 経験に裏付 け られ た ，
パ ー ソ ナ

ル カ ラ
ーに 熟練 し た パ ー ソ ナ ル カ ラ リス トで あ

る 門田真乍子氏，野坂 瑛子 氏
， 田原二 美氏 ，田所愛

子 氏 ，冨 山眞知 子氏 ，大 島未有希氏 ，遠 山令 子氏

に 協力を い た だ き色 票集 を用 い た
，
色 の 分類調 査

を お こ な っ た ．

2 ，調 査方法

　色彩判定実験 に 使用 した色票集 は、永 田 泰弘 が設

計 した カ ラ
ープ ラ ン ニ ン グセ ン タ

ー
編 の 1989 年 に

小学館 か ら発行 された 「DCA デザイナ
ーズ ・カ ラ

ー

ア トラ ス 」で あ る．RGBCMYKイ ン キ に よ る，7 色印刷 方

式 に よ り，ア ー ト紙上 に印刷 された，色数 5316 の 30

ミリ X30 ミ リ角 の ，色票 で 構 成 され て い る．

　調査対象 と す る色 は ，11 色 の 基本 色 彩語 で あ る レ

ッ ド，
ビ ン ク ， オ レ ン ジ

， イエ ロ
ー

， グ リ
ー

ン
， ブ

ル ー
，

パ ープ ル
，

ブ ラ ウン
， ホ ワ イ ト， グ レ イ ， ブ

ラ ッ ク に ベ ージ ュ と綿 を加 え た 13 グル
ープ と し た．

　実験 方法は ，自然 光 の 下 で の 視感 判 定を用 い ，

個別 に 上記 7 名 の パ ーソ ナ ル カ ラ リ ス トに よ り，

選択 実験を行 っ て もら っ た ，

　調 査方 法 は ，色 グル
ー

プ ご と に 色 票集 の 中か ら，
ス プ リン グ，オ

ー
タ ム ，サ マ ー， ウイ ン ターに

該 当する代表的な 色 を，マ ス ク を使用 して 1 色 を

選ぶ 方法で あ る．

　選 ばれ た 色は ，Gretag　Macbeth 社 の 分 光色 彩計

eye 　 one を用 い
，

マ ン セ ル 値 測定 を行 っ た ．

3 ．調査結果

　測 定に よ っ て求め られ た マ ン セ ル 値 は，色グル

ープ と 4分類の シ ーズ ン 名 ごとに，7名の デー
タか

ら色相，明度，彩度別 に標準偏差 （σ ） と各色の ト

リ ム 平均 とを計算 し， トリム 平均 に プ ラ ス マ イ

ナ ス 1 σ の 範囲か ら，それ ぞれ の 色彩範囲を求 め

た ．こ れ は 測 定値 の ば らつ きを示 す数 値 で あ る．

　 ト リム 平 均を組 合わ せ た マ ン セ ル 値 を、色 グ ル

ープ ・シ ーズ ン の 色 の 代表値 と定義す る こ と とし

た．そ の 結果 を表 1 に示 す．

　以 下 に色 グル
ープ ご と の 調 査結果 例 を述 べ る 。

（1＞レ ッ ドグ ル ープに つ い て

　 色 相が R を中心 と し て ス プ リン グ，オ ー
タ ム は

　 YR 寄 り．サマ
ー，ウイ ン ター

は RP 寄 り．

（2＞ブル
ーグル

ープに つ い て （図 1 参照 ）

　 色相が B を 中心 と し て ス プ リン グ ，
オ ー

タ ム は

　 BG 寄 り．サ マ
ー
，ウイ ン ターは PB寄 り．

（3）べ 一
ジ ュ グ ル

ー
プ に つ い て

　 色相が い ずれ も YR の 領域に 集ま っ て い る．ス

　 プ リン グ．オータ ム は Y 寄 り．サ マ
ー，ウイ ン タ

　 ーは R 寄 り．

調査 した色彩 は 13 色であ り，そ の うち 3 色を取 り

上 げて み た ．明度 ，彩度 に つ い て は ，それ ぞれの 特

徴を表 し て お り，大 きなば らっ きは見 られない ．

4 ．考察

　門田氏 の （1995 年）論文で は，色彩の ウ 1−一ム 系

とク ー
ル 系 の ，色 の 境界線 を追求 し，両 者に分 け

る時 の 判断をよ り明確に し て い る．今回 の 調 査 で

は，4 分類 の 色彩範囲を求め る こ と とした．
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（表 1）色グル
ープ別

・シーズン別 のマ ンセル 値と三属 性の標 準偏 差 σ

グ ループ シーズ ン トリム 平均値 標 準偏 差

色 相 明 度 彩度

レ ッ ド ス プリン グ 7，5R4，6D／16．000 ．400 ．35o ．98

オ
ータム 8．1R3．90〆13．800 ．800 ．310 ．97

ザマ
ー D．4R4．40／13，502 ．480 ．381 ．62

ウイン ター 1．aR3．30〆13．303 ．090 ．321 ．24
　“
ヒ
．
ンク ス プ リン グ 4、OR6．60／9，00 1．940 ，691 ．90

オ ータム 5．3R6．60／6．8D 1．860 ．912 ．67
サ マ

ー 5．2RP6 ，70／6．200 ．750 ．912 ．43
ウイン ター 6，4RP4 ，60／14．1B1 、41uo3 ．83

オレン ジ ス プ リン グ 1、5YR6 ．06／15．182 ．010 ．432 ．66

オ
ータム 2．OYR5 ，00／13．102200 ．441 ．38

サ マ ー

ウイン タ
ー

イエ ロ
ー

ス プリン グ 4．3Y8．10／11．701 ．320 ．203 ．19
オ ータム 2、7Y7．10／11．302 ．64q923 ．32
サ マ

ー 8．OYB．アO／6．DO 2．160 ．452 ．00
ウイン タ

ー 8．4YB，60〆10．60O ．84O ．162 ．48
べ 一

ジュ ス プリン グ 1．OY8．26／2．44 2．780 ．260 ．80
オ
ータム 0．5Y7．24／2．76 2．42o ．680 ．60

サ マ
ー 52YR8 ，34／1．163 ．180 ．710 ．70

ウイン ター 9、OYR7 ．48／1．305 ．200 ．9ア 0．67
ブラウン ス プリン グ 6．OYR3 ．78〃 ．88239D ．381 ，44

オ ータム 7．8YR2 ．60／4．081 ，B7O 、611 ．14
サ マ

ー 7，アR4．12／3．14 4．65O ．621 ρO

ウ インター 0．5YR2，02／4．545 ．020 ．662 ．82
グ リーン ス プ リン グ 8、6GY6 ．38〆11，342 ．241 ．253 ．10

オ
ー

タム 5．4GY4 ．46〃 ．242 ．350 ．640 ，70
サ マ

ー 9、5G5 ．60／8．42 2，020 ．622 β 1

ウインタ
ー

フ．2G3．46／9．OO 4．060 ．602 、93
ブル

ー
ス プリン グ 48B5 ．44 ／9．786 ．34o ．791 ．59
オ
ー

タム 2．6B4．26／8．463 ．520 ．491 、35
サ マ

ー 2．9PB5 ，B4〃 ．763 」 6o ．841 ρ o

ウイン ター 4．6PB3．50／12．120 ．93o ．ア31 、10

紺 ス プリン グ 0．2PB2 、フ2／7．484 ．090 ．571 ．64
オ ータ厶 5．4B2．42／4．76 3．710 ．681 ．57
サ マ

ー 4．4PB3 ．02 ／6．122 ．390 ，452 、17
ウ インター 4．4PB1．84／6．603 ，210 ．312 ，60

パープル スプリング 2．OP4．44〆12242 、20O ．781 ．78
オータム 1．4P3．00／9．58 4．46O 、802 ．55
サマ

ー 1．8P6．29／6．84 4．161 ．841 ．98
ウイン ター 0．了P3．22〆B、74 3，08O ．822 ．88

ホワ イト ス プ リング
6．OY　9．08／1．04 O．23O ．50

オ ータム
4．OY 　8．88／1．08 0ρ9O ．23

サマ
ー 4．OY　9．04／0．44 0．050 ．20

ウイン タ
ー 10，0PBgj6 ／0．98 0．111 ．26

グレイ ス プリン グ
5．OY 　6．80／O．50 0、8す 0．32

オ
ー

タム
6．OGY 　5．30／O．98 o．go0 ．66

サ マ
ー 3．OB フ．09〆1ρ0 1．550 ．84

ウ イン タ
ー 5．OPB 　4．36／O．34 2，09o ，59

ブ ラッ ク ス プ リン グ
2．DY　2．30／02B O．940 ．21

オ
ー

タム
8．OYR　1．93／0．5D 0．58D ．52

サ マ
ー 10．OB 　2．23／038 1．030 ．25

ウインタ
ー 6．OPB 　1．00／0．20 0．200 ．宦3

色艪一
影燦隅 ツル

ー．一
蝋 ．tlee鰉饋

ブ ル
ー

色 相
一

彩 度 図 （図 1）

5 ．結論

　各色 ご と に，色彩範 囲を求め 、（図 1） の よ う

に色 相明度 図，色相 彩度 図を作成 した結果 ，か

な り シ ャ
ープ に 4 分類 が 出来る こ とが わか っ

た ．

　ス プ リン グ，オ ー
タ ム は黄味 よ り，サ マ ーウ

イ ン タ
ー

は青味 よ りに．ス プ リ ン グ ，サ マ
ー

は

明 度が 高め ．オ ー
タ ム ，ウイ ン タ

ー
は低 め．ス プ

リン グ，ウイ ン タ
ー

は彩 度が 高め．オータ ム ，サ

マ
ー

は低 め の 特徴 も確認 出来た．

6 ．今後の方針

　今後 は 更に 細分 化 した 色 グ ル
ー

プ に よ る実

験 も必 要 にな る で あ ろ うと考 え る ．時代 の ニ

ーズ に あ っ た パ ーソ ナ ル カ ラ
ー

の 提 案 も な さ

れ る こ と とな るで あ ろ う．

　 パ ーソ ナ ル カ ラ
ー

を，ド レ
ー

プ とい う布 だ け

に頼 らず ，
パ ーソ ナ ル カ ラ

ー
シ ．ス テ ム をよ り

多 くの 人達 に，理解 し て も ら う事 を優先す る の

で あれ ば，是非 とも，色 立体 とい う三 次元 で の

表現 方法 も取 り入 れ，そ の 為 の 研 究準備 も進

め て い く所存で あ る．
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